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〔シンポジウム〕アイソザイム研究の現状 と展望

シ ンポ ジウ ム 「ア イ ソザ イム研 究 の現 状 と展望 」

を終 えて＊

菅 野 剛 史 ＊＊

“研究に始まりはあるが終 りはない”. 荻田教授はシ

ンポジウムをかく結んだ. アイソザイムの研究はその

一つの典型かも知れない. 本日のシンポジウムでとり

あげられた話題は, 遺伝を中心としたアイソザイム研

究の進展 と展望であった.

過去において, 電気泳動は酵素の多様性の解析に始

まり遺伝学の領域で形質発現のパラメータとして用い

られてきた. 一方医学の領域においても, 病態の診断

に焦点が合い遊出酵素という観点かち由来臓器の推定,

または腫瘍の診断への応用という形で電気泳動は利用

されてきた. 学問の領域において, 一つの方法が確立

されると, それに伴ない一つの飛躍という断層が生ず

る. 電気泳動分析に一つの限界が見え始めた時に, 新

たな方法が導入されてまた泳動分析が重要となる. 本

日のシンポジウムでは, まさにその一つのサイクルを

見たような気がする.

遺伝の領域でアイソザイムの解析は, 始めは形質発

現のパラメータとして形態学的な解析手法にとって代

った方法であった。しかし出来れば, その多様性をも

たらす遺伝子の構造の解析が必要であった. アル ドラ

ーゼについては, 肝型B, と筋型Aの 遺伝子レベル

での構造の解析が為され, 種間の比較も含め, また癌

化に伴なう遺伝子発現の差異も含めてヌクレオチ ドレ

ベルの差異としてこれらの変化がとらえられようとし

ている. そしてこれらはやがてあらゆる酵素蛋白にま

でおし進められた時に, 考えられなかった酵素間での

新たな類似性などが問題にされるようなことがあった

として不思議ではない.

一方ではヒト染色体地図が出来上 りつつある. そし

てこれらも細胞培養法とか, 染色体分析の技術の進歩

のもとに新たに進展しつつある領域である. 現在まで

に約820の 遺 伝 子 が各 々の染 色体 上 にマ ツピン グされ

た. そ して その約20%は アイ ソザ イム分析 の上 で可能

とされ たマ ツ ピン グで あ りここで も泳動分 析 は新 たに

息 を吹 き返 して いる.

集 団遺伝 学 の 中で酵素 の 多型 形質 の解析 に等 電点分

離法 が見事 に利 用 され て いた. PGM1が 日本 人集団 で

多型 で あ る. PGM1を 等 電 点分画 にて分画 し, 日本 人

集 団の 多型 の理 由づけ をPGM1＊7+対 立遺伝 子 の 多

型 に よるの では ないか と仮 説が 提唱 され る. そ して こ

れ らも, 1個 の ア ミノ酸 置 換が どの程 度 の導 電点 の変

化 をもた らす か とい うヘ モ グロ ビン異常 の解 析の デー

タに基盤 を為 してい る. 更 に この仮 説 は, 遺伝 子 の構

造 が解析 されて 明 らか に され る こ とは 明 白であ る. 更

に夢 は 拡大 して い く.

ア イ ソザ イム は進化 とい う問題 を考 え る上 で も重 要

であ る. 実験 集 団遺伝 学 的 な観 点 よ り異 な った アイ ソ

ザ イム間で の適応 度 が比較 されて い く, そ して進化 に

とって遺 伝子 重複 が 重要 で あ るの か も知 れ ない とい う

結論 が導 か れ る. これは エ ステ ラーゼ を用 いた場合 の

問題 か も知 れ ない. しか し一 つの 実験 的手法 が確 立 さ

れつつ あ る.

最 後 に, ア イ ソザ イ ムに よ る病 態の解 析 は, 1970年

を もって大部 分 が網羅 され て しまったのか も知 れない.

しか し遺 伝性 変異 の存 在 が病 態の 診断 に問題 を提起 し

た よ うに, 疾病 の high risk が遺 伝 性 変 異 との 関連 で

明 らか に されつ つ ある. と うと うエ ン ドレス テープが

回 り続 け る とい う様相 を呈 し, シ ンポ ジウムは幕 を と

じた. これ を機会 に, 交 又 と, 重複 を とめ どな く繰 返

す 泳動 学会 で あっ て欲 しい.

* Closing remarks to the symposium: Isozyme research-Present and future prospects-

＊＊Takashi Kanno, 浜 松 医 科 大 学 附 属 病 院 検 査 部.
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